
一
は
じ
め
に

東
京
大
学
で
は
法
人
化
後
、
職
員
の
育
成
に
関
し
て
様
々
な
取
組

が
行
わ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
小
宮
山
総
長
が
総
長
の
任
期
中

に
、
「
時
代
の
先
頭
に
立
ち
、
世
界
の
知
の
頂
点
を
目
指
す
東
京
大

学
」
を
実
現
す
る
た
め
の
重
点
課
題
を
、
総
長
の
決
意
表
明
と
し
て

ま
と
め
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
や
、
そ
の
サ
ブ
・
プ
ラ
ン
と

し
て
理
事
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
事
務
職
員
等
の
人
事
、
組
織
、
業

務
の
改
善
プ
ラ
ン
」
に
内
容
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
「
職
員
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
や
「
職
員
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ド
」
な
ど
の
、
あ
る
べ
き
職
員

像
や
必
要
な
知
識
等
を
明
確
に
し
た
冊
子
が
次
々
と
作
ら
れ
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
冊
子
の
作
成
と
あ
わ
せ
、
職
員
に
対
す
る
研
修
に

も
一
層
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
で
も
新
人
職
員
に
対
す

る
研
修
は
、
法
人
化
後
最
も
大
き
く
変
わ
っ
た
研
修
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
学
に
お
け
る
そ
の
取
組
を
紹
介
し
た
い
。

二
三
ヶ
月
研
修
の
導
入

本
学
の
新
人
職
員
研
修
の
特
徴
は
、
四
～
六
月
の
三
ヶ
月
間
と
長

期
に
わ
た
る
点
で
あ
る
。
こ
の
三
ヶ
月
間
の
研
修
は
二
〇
〇
六
年
度

か
ら
導
入
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
主
に
事
務
職
員
を
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
は
、
新
人
職
員
は
採
用
直
後
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●
事
例
紹
介

●

東
京
大
学
に
お
け
る
新
人
職
員
育
成
の
取
組

根
岸
正
征

（
東
京
大
学
本
部
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

関
根
真
理

（
東
京
大
学
本
部
業
務
改
善
グ
ル
ー
プ
）



③
パ
ソ
コ
ン
研
修
（
四
～
五
月
に
各
自
一
五
〇
分
×
五
回
）

実
地
研
修
と
並
行
し
て
、
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
初
級
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。

④
教
員
取
材
研
修
（
四
～
六
月
、
計
約
六
〇
時
間
）

新
人
職
員
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
取
材
す
る
教

員
と
テ
ー
マ
を
自
分
た
ち
で
決
め
、
部
局
の
事
務
部
や
教
員
本
人
と

も
自
ら
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
取
材
を
行
う
。
取
材
し
た
内
容
は
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、
三
ヶ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

終
日
に
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
う
。

こ
の
研
修
は
、
三
ヶ
月
研
修
導
入
二
年
目
の
二
〇
〇
七
年
度
か
ら

始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
、
二
〇
〇
六
年
度
の
三
ヶ
月
研
修
受

講
者
か
ら
、
研
修
の
中
で
学
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
の
実
践
を
主
な
目

的
と
し
て
、
教
員
取
材
研
修
の
よ
う
な
研
修
を
次
年
度
に
行
っ
て
み

て
は
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
実
際
に
研
修

を
行
っ
て
み
る
と
、
新
人
職
員
は
教
員
の
著
書
を
読
む
な
ど
し
て
教

育
研
究
の
内
容
を
事
前
に
学
び
、
ま
た
教
員
の
方
は
、
取
材
に
来
る

新
人
職
員
を
と
て
も
親
身
に
対
応
し
て
く
れ
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
の
実
践
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
自
分
の
目
で
確
か
め
な

が
ら
、
教
育
研
究
面
で
職
員
と
し
て
支
援
す
べ
き
、
ま
た
支
援
で
き

る
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
有
意
義
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

⑤
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
五
～
六
月
に
六
回
、
各
六
〇
～
九
〇
分
）

本
学
の
役
員
等
か
ら
の
講
話
を
受
け
、
そ
の
後
に
意
見
交
換
を
行

う
。
な
お
二
〇
〇
八
年
度
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
講
話
も
取
り

入
れ
、
本
学
の
経
営
協
議
会
委
員
で
も
あ
る
日
本
電
気
株
式
会
社
代

表
取
締
役
会
長
の
佐
々
木
元
氏
よ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
在
り
方
や

本
学
へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
講
義
の

他
に
も
佐
々
木
氏
は
、
初
め
に
新
人
職
員
全
員
と
名
刺
交
換
し
て
く

だ
さ
り
、
そ
の
際
、
新
人
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
く
だ
さ
っ

た
。
新
人
職
員
の
中
に
は
、
こ
の
日
が
社
会
人
と
な
っ
て
初
め
て
の

名
刺
交
換
と
な
る
者
も
少
な
く
な
く
、
新
規
採
用
職
員
研
修
Ⅰ
で
身

に
付
け
た
名
刺
交
換
の
仕
方
を
、
大
企
業
の
ト
ッ
プ
に
対
し
て
実
践

で
き
る
と
い
う
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
と
な
っ
た
。

⑥
環
境
整
備
体
験
研
修
（
五
～
六
月
に
二
回
、
各
三
～
四
時
間
）

職
場
に
お
け
る
環
境
美
化
意
識
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
理
解
を
育

む
た
め
、
本
部
保
全
グ
ル
ー
プ
環
境
整
備
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
清
掃
等
に
日
々
従
事
し
て
い
る
知
的
障
が
い
者
の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
清
掃
を
行
う
。

⑦
本
部
事
務
研
修
（
六
月
、
六
系
×
各
半
日
）

本
部
の
課
題
や
取
組
状
況
、
業
務
説
明
等
に
つ
い
て
各
系
の
職
員
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に
一
週
間
程
度
、
服
務
規
律
や
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
対
応
を

主
な
内
容
と
す
る
研
修
を
受
け
て
す
ぐ
に
職
場
に
出
て
い
た
が
、
二

〇
〇
六
年
度
よ
り
、
人
事
異
動
の
基
本
と
な
る
時
期
が
そ
れ
ま
で
の

四
月
一
日
か
ら
、
業
務
の
ピ
ー
ク
の
解
消
を
図
る
た
め
七
月
一
日
へ

と
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
、
六
月
末
ま
で
の
三
ヶ
月
間
を
能
力
開
発
期

間
と
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
三
ヶ
月
研
修
の
内
容

三
ヶ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
き
く
三
つ
の
期
間
に
分
け
ら
れ
る
。

初
め
の
一
週
間
程
度
は
事
務
、
図
書
、
技
術
の
職
員
で
合
同
の
集
合

研
修
を
行
い
、
こ
れ
以
降
は
主
に
事
務
職
員
を
対
象
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
窓
口
業
務
を
ま
ず
一
～
二
ヶ
月
間
体

験
し
、
最
後
の
一
ヶ
月
間
で
集
合
研
修
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う

構
成
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
二
〇
〇
八
年
度
に
実

施
し
た
三
ヶ
月
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
基
本
に
、

具
体
的
な
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

①
新
規
採
用
職
員
研
修
Ⅰ
・
Ⅱ
（
Ⅰ
を
四
月
上
旬
に
四
日
間
・
Ⅱ
を

一
〇
月
に
一
日
間
）

東
大
職
員
と
し
て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
知
識
を

習
得
す
る
。
こ
の
約
一
週
間
の
研
修
は
、
事
務
、
図
書
、
技
術
の
新

人
職
員
全
員
が
共
に
学
ぶ
唯
一
の
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
三
ヶ
月
研

修
を
導
入
す
る
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

研
修
の
具
体
的
な
内
容
は
、
総
長
及
び
理
事
に
よ
る
講
話
、
東
大

の
組
織
と
機
能
、
事
務
職
員
等
の
人
事
・
組
織
・
業
務
の
改
善
へ
の

取
組
み
、
就
業
規
則
と
服
務
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
、
安
全
・
衛
生
、
健
康
管
理
、
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
対
応
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ク
レ
ー
ム
対
応
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
文
書
）
と

い
う
構
成
で
、
こ
の
う
ち
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
対
応
に
つ
い

て
は
、
四
月
の
研
修
後
に
職
場
実
践
の
う
え
、
半
年
後
の
一
〇
月
に

一
日
、
そ
れ
ま
で
の
実
践
具
合
を
振
返
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

②
実
地
研
修
（
四
～
五
月
に
約
三
〇
日
間
）

学
生
対
応
窓
口
や
病
院
の
患
者
対
応
窓
口
等
の
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
で
、
教
育
支
援
業
務
や
一
般
の
方
へ
の
接
遇
等
を
直
接
体
験
す

る
。
基
本
的
に
は
窓
口
業
務
を
一
人
に
つ
き
三
部
局
体
験
す
る
が
、

受
け
入
れ
部
局
の
側
で
は
窓
口
業
務
の
指
導
に
加
え
、
部
局
の
教
職

員
に
よ
る
講
義
や
意
見
交
換
の
場
を
業
務
の
合
間
に
設
け
て
く
れ
る

な
ど
、
充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
。
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今
後
も
こ
の
よ
う
な
長
期
の
研
修
の
利
点
を
活
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
三
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

四
先
輩
職
員
に
よ
る
育
成

と
こ
ろ
で
、
「
本
部
事
務
研
修
」
の
項
目
で
も
触
れ
た
と
お
り
、

本
学
の
新
人
職
員
の
育
成
に
は
若
手
の
先
輩
職
員
も
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
。
先
輩
職
員
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年

～
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
一
部
の
若
手
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
新

人
研
修
向
け
の
教
材
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
端
だ
が
、
二
〇
〇
七

年
度
か
ら
こ
の
若
手
職
員
を
二
年
目
職
員
全
員
（
主
に
事
務
系
）
と

し
、
教
え
ら
れ
る
側
だ
け
で
な
く
教
え
る
側
の
育
成
も
目
標
と
し
て

明
確
に
掲
げ
た
「
後
輩
育
成
実
践
研
修
」
へ
と
発
展
し
た
。

具
体
的
に
は
、
二
年
目
職
員
に
つ
い
て
は
、
①
新
人
職
員
が
受
講

す
る
本
部
事
務
研
修
の
企
画
・
講
義
と
、
②
教
材
等
の
作
成
と
い
う

課
題
を
与
え
る
こ
と
で
、
東
大
の
組
織
や
業
務
の
再
学
習
、
企
画
力
・

資
料
作
成
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
ス
キ
ル
の
向

上
等
を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
新
人
職
員
に
つ
い
て
は
、
業

務
説
明
な
ど
を
直
近
の
先
輩
か
ら
受
け
る
こ
と
で
、
自
分
と
業
務
と

の
関
わ
り
を
よ
り
身
近
に
感
じ
な
が
ら
学
び
、
自
分
の
一
年
後
の
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

研
修
と
は
言
え
通
常
業
務
の
合
間
に
作
業
を
行
う
こ
と
、
ま
た
特

に
教
材
等
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
三
ヶ
月
間
の
研
修
期
間
中
だ
け
で

な
く
、
新
人
職
員
が
職
場
に
出
て
か
ら
も
活
用
で
き
る
も
の
を
作
成

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
年
目
職
員
に
は
か
な
り
の
業
務
量
に
な
っ

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
二
年
間
は
い
ず
れ
も
力

の
入
っ
た
教
材
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
、
今
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
教
材
を
具
体
的
に

紹
介
し
た
い
。

①
東
大
用
語
の
基
礎
知
識

初
版
は
、
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
〇
六
年
の
新
人
研
修
向
け
教
材
作

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
三
〇
語
程
度
の

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
後
輩
育
成
実
践

研
修
に
お
い
て
改
訂
版
の
作
成
を
課
題
の
一
つ
と
し
た
こ
と
で
、
二

〇
〇
七
年
度
に
は
約
一
二
〇
語
に
増
え
、
か
つ
俗
語
や
英
文
略
語
も

掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
二
〇
〇
八
年
度
の
研
修
で
も
同
じ

課
題
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
約
二
四
〇
語
を
収
録
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

②
新
人
職
員
応
援
ブ
ッ
ク

二
〇
〇
七
年
度
の
研
修
で
作
成
さ
れ
た
こ
の
教
材
は
、
後
輩
育
成
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か
ら
講
義
し
て
も
ら
う
（
二
〇
〇
七
年
七
月
に
本
部
組
織
は
フ
ラ
ッ

ト
化
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
部
課
制
か
ら
グ
ル
ー
プ
制
に
な
り
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
た
も
の
を
系
と
す
る
組
織
に
再
編
さ
れ

た
。）。
課
題
と
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
各
系
の
統
括
長
又
は
グ
ル
ー

プ
長
か
ら
講
義
を
行
い
、
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
若
手
職
員
か

ら
説
明
す
る
と
い
う
二
段
階
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
若
手
職
員
が
こ
の
研
修
で
業
務
説
明
を
行
う
こ
と
は
、
後

ほ
ど
紹
介
す
る
後
輩
育
成
実
践
研
修
の
研
修
内
容
に
も
な
っ
て
い
る
。

⑧
部
局
事
務
研
修
（
六
月
、
四
部
局
×
各
半
日
）

部
局
を
訪
れ
、
部
局
の
概
要
や
事
務
の
業
務
、
課
題
等
に
つ
い
て
、

部
局
の
教
職
員
か
ら
講
義
等
し
て
も
ら
う
。
研
修
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

部
局
長
の
講
話
を
は
じ
め
様
々
な
企
画
を
受
入
れ
部
局
の
側
で
用
意

し
て
く
れ
る
の
で
、
短
い
時
間
で
部
局
の
概
要
を
と
て
も
贅
沢
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
プ
レ
ゼ
ン
研
修
（
六
月
に
一
日
間
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ス
キ
ル
を
学
び
、
教
員
取
材
研

修
に
お
け
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
等
に
活
用
す
る
。

⑩
三
ヶ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
報

告
会
、
教
員
取
材
研
修
報
告
会

三
ヶ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
日
に
、
三
ヶ
月
間
で
学
ん
だ
こ

と
や
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
教
員
取
材
研
修
の
取
材
内

容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
報
告
す
る
。
会
場
に
は
役
員
を
は
じ
め
、
新

人
職
員
の
配
属
先
の
上
司
や
先
輩
、
三
ヶ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お

世
話
に
な
っ
た
教
職
員
、
教
員
取
材
研
修
で
取
材
し
た
教
員
な
ど
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
報
告
会
の

準
備
や
リ
ハ
ー
サ
ル
、
当
日
の
進
行
な
ど
運
営
の
ほ
と
ん
ど
を
新
人

職
員
自
ら
が
行
う
た
め
、
こ
の
報
告
会
は
新
人
職
員
が
主
体
的
に
行

う
初
め
て
の
「
仕
事
」
と
言
っ
て
も
よ
く
、
三
ヶ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
集
大
成
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に

挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
も
、
「
文

書
管

理
」
や
「
学

生
の

特
性
や

対
応
」
に
つ
い
て
の
講
義
、
「
入
学

式
」

当
日
の

式
典
業
務

体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

三
ヶ
月
間
と
い
う
研
修
期
間
は
、
新
人
職
員
に
と
っ
て
は
長
く
て

大
変
な
期
間
で
あ
る
と
思
う
が
、
本
学
に
関
す
る
知
識
と
視
野
を
広

げ
、
ま
た
何
よ
り
も
同
期
と
の
絆
を
深
め
互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る

絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
現
に
、
後
半
に
入
る
と
主
体

的
な
行
動
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
の
報
告
会

で
は
皆
一
体
と
な
っ
て
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
く
れ
る
。
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○
応
援
ブ
ッ
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト

応
援
ブ
ッ
ク
は
、
「
新
人
職
員
が
悩
ん
だ
り
困
っ
た
り
し
た
時
、

励
み
に
な
る
手
引
き
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
ら
れ
て
お
り
、
事

務
的
・
機
械
的
な
印
象
の
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
言
葉
を
あ
え
て

避
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
暖
か
い
応
援
の
気

持
ち
と
と
も
に
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
全
て
と
は
思
わ
ず
ヒ
ン
ト

と
し
て
活
用
し
な
が
ら
自
ら
考
え
行
動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

○
応
援
ブ
ッ
ク
の
構
成

応
援
ブ
ッ
ク
は
大
別
し
て
二
つ
の
要
素
か
ら
成
っ
て
い
る
。

①
「
東
京
大
学
職
員
７
ヶ
条
」
か
ら
導
か
れ
る
行
動
指
針

二
〇
〇
五
年
に
本
学
職
員
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
作
成
さ
れ
た

「
東
京
大
学
職
員
７
ヶ
条
」
を
骨
子
と
し
て
、
新
人
職
員
の
心
構
え

や
取
る
べ
き
行
動
を
示
し
て
い
る
。
以
下
が
そ
の
記
述
の
一
例
で
あ

る
。

条
文

：「
１

東
京
大
学
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
、
誇
り
を

持
つ
」

↓行
動
指
針

：「
東
大
の
教
育
研
究
を
支
援
し
、
ひ
い
て
は
社
会
に

還
元
す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
る
と
自
覚
す
る
」

↓実
践
の
具
体
例

：「
東
大
で
活
動
す
る
人
の
姿
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
（
学
生
や
教
員
と
交
流
す
る
機
会
を
探
す
、

学
内
広
報
や
学
部
・
研
究
科
等
の
Ｈ
Ｐ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
な
ど
）。

全
て
の
仕
事
は
学
生
・
教
員
の
支
援
に
つ
な
が
る
と
心
得
る
」

こ
の
よ
う
に
、
理
想
像
か
ら
具
体
的
な
行
動
へ
と
段
階
立
て
て
提

示
す
る
こ
と
で
、
本
学
職
員
が
目
指
す
べ
き
職
員
像
を
新
人
職
員
が

理
解
し
や
す
く
し
て
い
る
。

②
先
輩
職
員
の
体
験
談

二
年
目
職
員
が
困
難
や
課
題
を
解
決
し
た
体
験
談
を
掲
載
し
て
い

る
。「
事
務
的
な
仕
事
ば
か
り
で
、
何
の
た
め
に
大
学
に
就
職
し
た
の

か
わ
か
ら
な
い
」
「
経
験
不
足
で
先
生
や
学
生
さ
ん
の
役
に
立
て
な

い
の
が
も
ど
か
し
い
」
と
い
っ
た
悩
み
は
、
大
学
職
員
な
ら
誰
で
も

一
度
は
抱
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、「
慣
例
通
り
や
れ
ば
済
む
仕
事
だ
が
、
思
い
切
っ
て
ガ
ラ
ッ

と
変
え
て
み
た
い
」
「
規
則
な
ど
の
た
め
に
非
効
率
的
な
業
務
を
強

い
ら
れ
て
い
る
が
、
何
と
か
工
夫
し
て
改
善
し
た
い
」
と
い
っ
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
も
、
な
か
な
か
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
。

応
援
ブ
ッ
ク
に
は
、
こ
う
し
た
悩
み
や
課
題
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
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実
践
研
修
導
入
初
年
度
に
本
研
修
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
作
成
さ
れ

た
記
念
す
べ
き
教
材
で
あ
り
、
そ
の
後
の
こ
の
研
修
の
方
向
性
や
作

成
す
る
教
材
の
基
準
を
決
め
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
っ
て

い
る
。
本
稿
の
最
後
（
第
五
章
）
で
、
作
成
者
の
一
人
か
ら
作
成
の

経
緯
を
詳
し
く
紹
介
す
る
の
で
、
こ
の
研
修
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

③
新
規
採
用
職
員
の
た
め
の
推
薦
図
書

二
〇
〇
八
年
度
の
研
修
で
新
た
に
作
成
さ
れ
、
採
用
二
年
目
の
職

員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
が
読
ん
だ
本
の
中
で
新
人
職
員
に
薦
め
た

い
本
を
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
仕
事
に
直
接

役
立
つ
本
や
、
心
の
支
え
に
で
き
る
本
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本

が
計
六
八
冊
挙
げ
ら
れ
、
本
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
二
年
目
職
員
の

読
書
量
や
一
ヶ
月
の
使
用
金
額
も
コ
ラ
ム
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

と
て
も
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
三
つ
が
こ
れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
教
材
で
あ
る
。
二
年
続

け
て
い
ず
れ
も
充
実
し
た
内
容
の
教
材
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
最

近
の
新
人
職
員
の
能
力
の
高
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
二
年
目
職
員
自
身
が
新
人
の
時
の
三
ヶ
月
研
修
で
得
た
同
期

と
の
一
体
感
が
再
び
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
も
思
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
度
に
三
ヶ
月
研
修
を
受
講
し
、
最
終
日
の
報
告
会
で

同
じ
く
見
事
な
一
体
感
を
見
せ
て
く
れ
た
現
在
の
一
年
目
職
員
が
、

来
年
度
ど
ん
な
教
材
を
作
成
し
て
く
れ
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で

な
ら
な
い
。

五
新
人
職
員
応
援
ブ
ッ
ク
作
成
の
経
緯

二
〇
〇
七
年
四
月
、
本
部
事
務
研
修
の
準
備
に
追
わ
れ
る
二
年
目

職
員
に
、
「
新
人
職
員
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
」
と
い
う
新
た

な
課
題
が
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
際
の
指
示
は
、「
業
務
・
職
場
生
活
の
基
本
事
項
に
つ
い
て
」

「
若
手
な
ら
で
は
の
作
り
で
」「

期
限
は
六
月
末
」
の
三
点
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
あ
え
て
漠
然
と
し
た
課
題
を
与
え
る
こ
と
で
、
自
ら

具
体
的
課
題
を
設
定
し
解
決
を
図
る
能
力
を
養
う
と
い
う
意
図
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
担
当
理
事
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

『
与
え
ら
れ
た
升
目
を
正
確
に
塗
り
つ
ぶ
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
升

目
も
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
』

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
年
目
職
員
は
途
方
に
暮
れ
つ
つ
も
、
三
ヶ
月
か
け
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を

完
成
さ

せ
た
。
そ
れ
が
「
新
人
職
員
応
援
ブ
ッ
ク
」
（
以
下
、

「
応
援
ブ
ッ
ク
」）
で
あ
る
。

特集 ＳＤ・ＦＤ

大学と学生 2008.11 26



解
決
に
向
か
っ
て
い
く
若
手
職
員
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お

り
、
新
人
職
員
に
と
っ
て
は
大
き
な
心
の
支
え
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

○
応
援
ブ
ッ
ク
の
人
材
育
成
効
果
（
読
者
に
と
っ
て
）

完
成
し
た
応
援
ブ
ッ
ク
は
、
学
内
の
採
用
三
年
目
以
内
の
職
員

（
約
二
〇
〇
名
）
に
配
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
職
員
か
ら
も
要
望

が
相
次
ぎ
、
用
意
し
た
五
〇
〇
部
の
配
布
は
全
て
終
了
し
た
。
ま
た

学
外
か
ら
も
ご
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
広
く
大

学
職
員
一
般
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
。

応
援
ブ
ッ
ク
は
、
仕
事
の
手
順
を
手
取
り
足
取
り
教
え
た
り
、
全

て
の
問
題
に
答
え
を
用
意
し
た
り
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
新
人

が
自
ら
考
え
行
動
し
て
い
く
た
め
の
手
助
け
と
し
て
作
ら
れ
た
。
配

布
実
績
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
若
手
職
員
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
も
の
と
評
価
さ
れ
、
読
者
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
一
助
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

○
応
援
ブ
ッ
ク
の
人
材
育
成
効
果
（
作
成
者
に
と
っ
て
）

三
ヶ
月
の
間
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
二
年
目
職
員
全
員
で
意
見

を
出
し
合
い
、
時
に
は
議
論
を
戦
わ
せ
な
が
ら
、
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

構
成
、
デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
自
分
た
ち
で
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
た
。

ま
さ
に
『
与
え
ら
れ
た
升
目
を
正
確
に
塗
り
つ
ぶ
す
の
で
は
な
く
、

そ
の
升
目
も
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
な
』
貴
重
な
経
験
で

あ
り
、
様
々
な
能
力
が
鍛
え
ら
れ
た
。

ま
た
そ
の
過
程
で
は
、
何
故
自
分
は
大
学
で
働
く
の
か
、
大
学
が

社
会
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
に
大
学
職
員
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
等
々
、
普
段
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
で
な
か
な
か
じ
っ

く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
事
柄
に
つ
い
て
深
く
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア

意
識
を
高
め
る
効
果
が
得
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
応
援
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
、
前
段
に
述
べ
た
後
輩

育
成
実
践
研
修
の
意
義
が
凝
縮
さ
れ
た
優
れ
た
取
組
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

一
～
四
は
根
岸
が
、
五
は
関
根
が
執
筆
し
た
。
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